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出典：消防庁ホームページ防災・危機管理eカレッジを加工して作成
(https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/index2.html)

避難場所や避難経路、確認していますか？

以下のポイントをチェックし、適切に補修を行ってください。

地域のみんなで定期的に夜の見回りをするようにしましょう。

家の周りは街灯をつけるなどして、
できるだけ明るくしておきましょう。

家を空けるときは、隣近所に声をかけておきましょう。

空き家、車庫、物置などにもきちんと鍵をつけ、
戸締まりをしっかりするよう心がけておきます。

放火による火災もあとを絶ちません。家の周りやアパー
トなどの階段の下に燃えやすいものを置かないように
します。ゴミは収集日の朝に出しましょう。

トタンのめくれ、はがれのないことを確認します。

瓦のひび割れ、ずれ、はがれが
ないか点検します。

雨戸はがたつきやゆるみを確認します。

雨樋に落ち葉や土砂が詰まっていたり、継ぎ目のはず
れや塗装のはがれ、腐りはありませんか。

板壁に腐りや浮きはありませんか。

モルタルの壁に傷はありませんか。

ひび割れ、窓枠のがた
つきはないか、チェック
します。強風による飛
来物が心配なときは、
外側から板でふさぐな
どの処置を。

不安定な屋根のアンテナや、瓦なども専門家
に頼んで直してもらいましょう。

どこにでもあるブロック塀。土
中にしっかりとした基礎のないも
の、鉄筋が入っていないもの、
控え壁がないものは危険です。
補強しましょう。ひび割れや鉄
筋のさびも修理しておきます。

ガスボンベを鎖で動かない
よう固定しておきます。

植木鉢などを整理しま
す。落ちる危険がある
場所には、何も置かな
いようにします。

いざ災害が起きた時にあわてずに避難するためにも、お住まいの自治体のホー
ムページや国土交通省ハザードマップポータルサイトなどから防災マップやハ
ザードマップを入手し、避難場所、避難経路を事前に確認しておきましょう！
洪水、土砂災害、地震など、災害の種類によって安全な避難場所が異なります。
それぞれの災害をイメージして、どのように行動すれば安全に避難できるか
家族で考えてみましょう。

別々の場所にいるときに災害が発生した場合でもお互いの安否を確認できるよう、日頃から安否確認の方法や集合場所などを、事前に話し合ってお
きましょう。災害時には、携帯電話の回線がつながりにくくなり、連絡がとれない場合もあります。その際には以下のサービスを利用しましょう。

局番なしの「171」に電話をかけると伝言を録音でき、自分の電話番号を知っている家族などが、伝言を再生できます。
※一般加入電話や公衆電話、一部の IP 電話からご利用できます。
※携帯電話からもご利用できます。

携帯電話などからインターネットサービスを使用して文字情報を登録し、自分の電話番号を知っている家族などが、情報を閲覧できます。

出典：首相官邸ホームページを加工して作成

◆避難場所や避難経路、確認していますか？

◆ご家族同士の安否確認方法、決まっていますか？
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地震に備えて日頃から家具の固定や配置の見直しで「安全空間」を作っておきましょう。

家具の固定方法はいろいろあ
りますが、正しいやり方で行わ
なければ効果は期待できませ
ん。出来るだけ作りつけにす
ることを検討しましょう。
また、テレビや電子レンジ、パ
ソコンなどの電化製品は、激
しい揺れで飛んでくることがあ
ります。耐震固定ベルトや耐震
マットを使いましょう。

「大地震では、家具は必
ず倒れるもの」と考えて、
万が一倒れてきても安全
なように、家具の向きと
配置を確認しましょう。
また、倒れた家具が避
難経路をふさぐことがな
いよう、併せて確認しま
しょう。

家具本体だけでなく、家具の
引き出しや扉、ガラス部分も
確認しましょう。収納物が飛び
出して身体に当たったり、避難
経路に散乱して、ケガをする
危険があります。扉が開かな
いようにとめ金をつけたり、ガ
ラス飛散防止フィルムを貼るな
どの対策をとりましょう。
また、家具の上や高い位置に
重い物を置かないようにしま
しょう。

お子さんやお年寄りのい
る部屋の安全を確認しま
しょう。寝室や子ども部
屋など、家族が長時間を
過ごす部屋には、できる
だけ家具を置かないよう
にするために、背の高い
家具などを一部屋にまと
めておくのも有効です。

壁に飾られた額やオブジェ、
天井から吊り下げられた照明
は、地震の際にどうなるでしょ
う。ガラスの破片などが床一
面に広がったりしませんか。照
明などは出来るだけ作りつけ
にし、スリッパやズック靴など
を使えるように置いておきま
しょう。

『緊急地震速報』を見聞きして
も、家の中に安全な場所がな
ければどうしようもありませ
ん。また、逃げようにも逃げら
れない状態を避けるためにも、
安全な避難経路が確保できる
よう、日ごろからお部屋の状
況に応じた手立てを行いましょ
う。

わが家の防災対策

家具は倒れないよう固定されている

家電製品が落ちたり飛ばないよう対策してある

家具の上に危険なものを置いていない

ガラス付きの家具には、ガラス飛散防止フィルムをはっている

寝る場所の近くに、倒れそうな家具はない

万が一、家具が倒れても部屋の出口はふさがれない

避難経路にコワレモノを飾っていない

出典：内閣府ホームページを加工して作成


